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昨年度は，保育所の保育効果をみるため，保育所の保

育をうけて就学する子と，その同じ小学校へ・保育経験

なく家庭から直接就学する子との比較をおこなった。

皿　方

（1） 手続き

　保育所に入所したばかりの子どもをできるだけ早い機

会にとらえ，rその子に対応する長期の保育経験ある子を

対照児として選ぶ。両者にそれぞれ個別検査をし， 門

方，保育担当者に子どもの行動や態度などを質問紙に記

入してもらう。．

（2）対象児

　東京都内の保育園の新入所の3歳児・4歳児を対象と

し，同保育園内でその対照児を選定する。その選定基準

は，つぎのaからOの5項で， aから順に照合するもの

を対照児として選ぶ5つまり，一a条件のものが多ければ

b条件，さらにcdeと限定していく。

　a保育期間：1年以上保育をうけているもの，すなわ

ち11947年4月以前に入所したものである。

　b年齢：新入所児と生年月日が3カ月以内の差である

こと。

　c性別＝新入所児と同性のもの。

　d両親の有無；新入所児と両親の有無の状態が同じで

あること。

　e家庭状況：親の職業や経済状況，同胞数などが似か

よっでいること。

　』第1表は対象児の一覧表である。

（3〉検査項目

的

　今年度は1保育所に新に入所した子どもと，1年以上

保育をうけている子どもとを対応させて比較し，保育所

の保育効果をみようとするものである。

法

　幼児総合精神検査， 知能判定検査，乳幼児精神発達検

査などから，3～4歳児該当の検査をえらびジ数㌶冒

語，絵の叙述，構成，手先きの機能ジ運動機能などをみ

ることとした。　

第1表
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日本総合愛育研究所紀要

他に保育所の生活によって，ちがいが多くみられると思

　う集団生活に関連したものをことぱの定義として設問に

加えた。

A　数。

　1，　4個を数えさせる。

　2・　13個を数えさせる。

　3・指爾数。左手・右手・両手の数をかぞえずにいわ

　　せる。

B　言語。

　L　色の名：赤，黄，青，緑の色の名をいわせる。

　2・用途定義；机，鉛筆，時計，菓子，人形，それぞ

　　れの用途定義をさせる。

　3・構音＝発音が正しくいえるかどうか，「ズボン，

　　ゾウ，サル，ハンカチ，星，風船ンヒマワリ，自動

　　車，キリン，魚」の絵をみせて発音させる。

　4・藷彙：籍彙の使用と理解に分けて検査する。検査

　　藷は，「怒る，女の子，かめ，長い，ひざ，少し』

　　海・窓，薄い，なす」である。

　（当研究所紀要第9集参照）

C　叙述。

　C　ATのねらいをもつ刺載図版「食事」rお店」「赤

ちゃん」の3枚を用い，子どもに絵の叙述をさせる（前

掲参照）。r・方，叙述されたものから投影法により反応

分析をする。

D　定義，集団ルール。

　1・ジャンケン＝初歩的なあそびのルールとしてジャ

　　ンケンをとりあげ・絵をみて名付けさせたり，どち

　　らが勝ちかをいわせる。

2・皆＝r皆さん」rみんな」といったととをまを理解

　　しているかどうか，絵を示して「皆さんの中にいる

　パンダはどれか」をたずねる。

3．集合φさぎが集っている絵と，りすが散りぢり

　になっている絵をみせて「集まる」という状態を知

　　っているか・そのことばを使用しているかを検査す

　る。

4，　並ぶ，膳：3問と同じように，並ぶこと，1煩番

　などについて検査する。刺戟図は手洗い場でねずみ

第10集

　　が一列に並んでいるのと，一方，ねこが，手洗い場

　　でもみあっている絵である。

　E　構成。

　1，積木＝3個の積木で検査者が手本を示し，一度こ

　　わして被検児に積ませる。2問。

　2・円：手本をみせてえんぴつで円を描かせる。

　3，四角＝2問と同じように正方形の図をみせて描か

　　せる。

　F　手先きの働らき。

　日常生活技術のひとつとして，紙の形を切りぬかせる。

G運動模鱗被検者と向かい合せで検査者が，，第9衷

の1）～9）図のような手の動作を連続しておこなう。

子どもにまねをさせ，正しく動作できるか，動作がなめ

らかかぎこちないかをみる。

H　検査場面（検査時の態度）＝12項目にかけて観察記録

する。

　検査には，保育所の保育室あるいは事務室を用い，子

どもひとりづつに個別検査を施行する。検査所要時間は

ひとり約15分から20分である。検査者は当研究所のもの

5名である。

㈲　質問紙

　質問項目は，牛島，津守らの保育所の子どもたちの調

査項目とKazuo　Nihiraらによる適応行動尺度を参考と

して作製した。質問1の（1）～〔71は保育所で観察できる日

常の生活習慣に関するもの，⑧～UOは，祉会的行動，質

問Hは子どもの能力や性格に関する項目，質問皿は子ど

もの身なりや漕潔についての項目，質問Wほ，家庭の生

活にっいての項目である。質問1～皿は保育者の観察に

よる記入，質問Wは保育者が母親にたずねて記入する。

（別紙，質問紙参照）

　検査を施行した実験児・対照児、それぞれ名前を記入

した質問紙を，担当保母に依頼し，2週問後に保育所ご

とに郵送してもらう。回収率は100偽であった。

⑤　日時

　1973年3月，検査問題およぴ調査用紙の作製にあた

り，検査および調査の実施は，1973年4月から6月にか

けておこなったo

皿　結

　《対象児》

　生活年齢は，実験児と対応させて生活年齢亀カ月以内

り葦で対照児をえらんだ。その結果は， 3歳1月から5
歳3月までで3カ月ごとの分布は第2表のようになって

いる。両群の平均と標準側差はつぎのようになり，t検

果

定では有意の差がみられない。つまり，年齢条件に左右

されずに結果を比較することができるわけである。両群

の性別は・保育期問・生活年齢についで第3位の条件で

あったので・多少のズレがみられた。対照群は実験群よ

り3歳児で4名，4歳児で2名男児が多かった。
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第2表 第4衷

生活年齢 実験群 対照群 計
※＝P＜0．05 ※※雷F＜0．り上

誉、ぞ～撃，碧 8 8 16 検査 項目
新入所児対照児N冨100

N＝100
鉛2

3：4～3＝6
9 7 16 数L4個力留える 57％ 67％

3＝7～3＝9
工4 11 25 　　　　　　　　P，13個かぞえる％

25 36
※

3、指の数をいう勇
5 7　‘

3：10～4：0
17 20 37

（右手）
14 17

4：1～4、＝3
14 11 25

（左手）
13 17

4＝4～4 ＝6
13 1Q 23 （両手） 5 7

437～4＝9
16 0　　14 30 色の名前　4色いえる・

25 49 ※※一

4：10～ 5：0
8 14 22

（赤）

黄）

84

75

98

7
※※

5＝1～5：3
1 5 6 （膏）

59 79
※※

33 53
※※

計
100 100 200

（緑）

29 34
※※

平 　　　均
49．0　　　　　　　50．1

4歳1月）（4歳2月）

用途定義％～
　机

　鉛筆

20

4
26

3
．※

標準偏差 1危325 1＆855 時計
8 9

t雷1．172 0．3＞P＞0．2
菓子

形

46

6
53

6

※＝P＜0．05 ※※雷P＜0．01

t雷1．172

第3哀

0．3＞P＞0．2

男女
28

4
32　　27

0　　21

29

9

55

年

6139

購掴，講．繭．．．

副5215214848…　1・・
　＜検査結果＞

　それぞれの個々の子どもについて，各検査の合格， 不

合格の採点，あるいは得点の算出をする。つぎに各検査

ごとに，新入所児群と保育所経験1年以上である対照児

群の合格率による比較，または平均と標準偏差による差

の検討をする。

　A数　’1問～3問のどの問題も，新入所児よ堕保育所経験の
ある子の方がすぐれている。が検定によ窮r13個をか

ぞえる（2回のうち1回できでも合格）」ことは・とくに

保育経験群溝すぐれていた（第4表）o

　B　言藷
　1．』色の名前は，保育所経験のある子と新しく保育所

に入うた子の差が非常にはっきりしてお窮赤，青，緑

の各色の合格者，4色全部合格者ともに0．01以下の危険

率になっているo

第5衷

構　　　　音 新箇器 対照児N壽100

』｝合』格
　％52 　％56

1　ズボン
78 80

一
2　ゾ　ウ

73 71

一
3　サ　ル

99 98

一
4・ハンカチ

98 100

一5 ホ　ン
92 96

一6　フウセン
98 99

一
7　ヒマワリ

90 95

一
8　ジドウシヤ

98 98

｝9　ジドウシヤ
88 84

一　一
10　キリン

98 100

一11　サカナ ．　　　85
82

一12　サカナ
99 100

一

　2．用途定義では，5つのことばそれぞれについての

合格率の比較≧さらに5問中3問以＃できたもめに？い．

て比較をした。机，鉛筆，時計，菓子，人形のうち，机

の用途定義に保育経験ある・なしの差がはっきりで下い1

る。これは，家庭にいる子と， 毎日の生活経験のなかに

　「机』の入っている保育所児とのちがいであろう。 3問

以上合格したものでは・鰍靱・・以下で齢繍とレ’1

え，用途定義全般に保育経験児の方がよくでき．て廼ると、
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いえる。

　3．構音検査では，全体として保育経験児の方がすぐ

れてはいるが・工2小問全合格の率，各小問ともが検定結

馨では琿険率0、05以上であり差があるとはV、えない。

　4，藷彙検査では含藷彙の使用と理解に分けて検査を

するbつまり，ひとつのことばについて，・その籍を使え

るかどうか7使わないが理解しているかどうか，二重の

A・Bの質問によってたしかある。例えば《薄い》では

薄い紙とボール紙をみせ，Aの質問「厚い方の紙はどれ

ですか？　ではこちらは？」とたずねる。「ウスイ」と

答えれば語彙使用A点（2点）を与える。言えない子に

はr薄い方の紙はどちらですか？』とBの質問を追加し

て，できれば語彙理解B点（1点）を与える。第6表は

藷乗使用と語彙理解（語彙使用可能なものは当然理解し

ているので理解も合格とする）の両群の比較である。両

祥とも「薄い」はもっとも困難で，理解するものが70％

に満たず，使用することのできるものは』10％に満たな

い合格率であった。rひざ」「窓」rなす」も3～4歳

・児の語彙使用は40％前後の合格率である。両群の比較を

第6表

藷彙 検査、 新闇器 繹㌫ ¢2

1）　怒　る　A

　　B
88　％
8 93％

00

2）　女の子　A

　　B
90

6
98

8
※

3）　か　め　A

　　B
91

9
98

9
※

4）　長　い　A

　　B
47

7
47

7　1 ※

5）　ひ　ざ　A

　　B

29

1
37

4
※

6）　少　し　A

　　B
51

9
59

6

7）　海　　A

　　　B

56

5
65

9
※

3） 窓　　A

　　・B

40

2
43

9

9）　簿いA

　　B

866 368

10〉　な　す　A

　　B
45

79

42

1

すると，「女の子」「かめ」「ひざ」「海」の語彙使用

「長い」の籍彙理解に差がみられ，いずれも新入所児の

方が劣っている。A点とB点の得点の平均をみると，対

照児の方がややすぐれているがt検定で有意の差とはい

えない。

　　　　（語彙）

擁漸児
M

S　D

14．00

3．54

対照児

14．32

2．83

　　　　　　　t富0．7018　0，50＞P＞0．40

　C　叙述
　「食事」　「お店」　「赤ちゃん」のそれぞれゐ刺戟版に

ついて，「これは何をしているところでしょう。思った

ようにお話して下さい」と教示する。絵の中のものを初

挙したり，不完全な叙述には1点，主譜をいれた叙述，

あるいは不完全な叙述を二つ以上の答には2点，まとま

りのある完全な叙述には3点を与える。 3枚の絵全体の
得点は0点から最商9点になる。両群の得点はづぎのよ

うにな窮平均的で両群を比較すると新入所児3，38，r対

照児3・54で，いずれも3点台，わずかに保育経験のある

ものの方が良いが，有意差とまではいっていない。

　この叙述の検査では，表現されたものから投影法的分

析をおこなうはずであった。 しかし，結果をみると，子

どもたちの得点に明らかにされているように，刺戟版3

枚の合計点の平均が3点であり，1枚の刺戟版の容がほ

とんど，1点であることを示している。つまり，絵をみ

て「サル」　「ゴハンタベテル」　「オ モチャ貿ッテル」

「アカチャンイル」などの反応にとどまっている。3～

4歳児の絵の叙述から，分析をこころみることは不可能

であった。

　　　　（叙述）

新入所児 対照児
MSD

3．38

．49

3．54

．38

　　　　　　　t＝0，7839　　0．50＞P＞0．40

　D　定義，集団ルール

　1）ジャンケンの看（グー），はさみ（チョキ），紙

（パー），を指の形の絵をみて言えるものは，第7表に

みるように，新入所児と対照児とに明らかな差がみられ

だ。2）ジャンケンの勝ち負けでは，3組とも保育経験

児の方力浪くできていたが，差の明らかなのは，パー対

一312＿
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”牛島他；保育効果に関する研究

第7衰 第8表

集団ルール
新入所児対照児N＝100

N＝100．
の2

1）ジャンケン名称318 75％ 88％ ※※

グー，石
87 95

※

チョキ，はさみ
76 90

※※

パー，舐
85 94

※

2）ジャンケン勝ち負け

グーとチョキ
63 69

パーとグー
72 79

パーとチョキ
62 76

※

3）皆
55 68

※

4）集　　合　　　A
82 92

※

B 0 1

5）順番・並ぶ　　A
91 97

B 1工 26
※※

チョキの組合せであった。さらに・1）と2）り得点（0

～6点）で検討してみると，つぎのように・有意差をも

って対照児の方がすぐれている結果をえた5

　　　　（ジャンケン）　

検査項目　新闇器 欝臨　が．

積木　（1）十字形　　　　41

　（2）階段形　　　34

46

47　　　　※

円　　　I　g2 …’ 1※※

正方形　　1 35 48－ 栄

のある群が新入薪児群よりすぐれている（第・8表％

鰍隔の舖点でも・つぎのように樋芦がみられ

るo

　　　　（構成）

新入所児 対照児

MS　D 3．21

．22、

3．68

．10

　　　　　　　　　t＝2．8468　　P＜0．01

　3）r皆」（みなさん，、みんな），4）r集合」（あつ

まる，おあつまり）を指で示すこと（A）ができたもの，

5）「順番，並ぶ』をことばでいえたもの（B）は，第7

表に示すように，保育経験児が新入所児より多く明らか

なちがいがみられた。つぎに3）から5）の集団行動に関

する問の得点をみる。なお，4），5）は，そのことばを使

えるもの B（2点），その状態を知っているものA，1

点として得点を算出する。各個人の得点の両群の平均，

標準偏差はつぎのようになり，1％以下の危険率で有憲

の差となっている。

　　　　（集団行動）

噺入所児 対照児

MSD
3．47

．02

4．06

．97

新入所児 対照児

MSD　 2．90

0．98

3．39

ro．90

　　　　　　　　　t＝3．6650…　Pく0．01

　F　手先きの働らき

　紙に印刷された形をはさみで切りぬかせ，直線と曲線

に分けて採点する。 0点から最高8点の評価をし，得点

について両群の比較をナるとうぎのようになる。新入所

児の平均得点は対照児より1点近く劣っておリジ検査の

結果，’有意の差となφている。ロ

　　　　（紙切り） 得点

新入所児、 対照児

M』

D
4，48

．oo

5． 31　

1．76

　　　　　　　　 t』寧31ユ028　P＞α0義

　つぎに，紙切りに要した時問について両群の差をみた

が・対照児の却嚇騨岬く・麟偏差轡勘が
有意の差はみられないo

　　　　（紙切り）所要時問

1新入醐1対照児

　　　　　　　　t＝＝4。1726　　　Pく0，01

E　構成

積木め模微，円1並方形の模倣・いずれも，’保脊経験

．

MS　D 1．98

．30

1．93

．12

　　　　　　t冨0。4274　0．70＞P＞0160』 ’

』G　運動模倣　　　　　　　　　　　 ．　ゴ

1）～9）の連鋤作について・動作ご≧堕解師

群を比較したのが第9衷である。5）から6）に移る動作が

もっともむずかしい結果がでており，』両群とも一番合格
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第9表　運動模倣

体 操1漁醐　対糊　　が
1）

2）

3）

4）

5）

6）

7）

8）

9）

条
条
夫
楽
叉
柔
犬
条
’欠

93

77

92

75

93

59

91

66

65

99

82

96

79

95

70

89

75

73

※

率が低い。そして　1）～9）のうち，が検定ではこの動作

だけが5％以下の危険率でちがいが明らかであるといえ

る。さらに，得点の平均によって両群の差の検定をおこ

なったが有意差はみられない。

　　　（運動模倣）

入所児の方に多くみられる。

　つぎに，Aをプラス1点，Bを0点，Cをマイナス1

点として（1）～鋤の得点を出して比較してみる。新入所児

より対照児の方が平均点高く，偏差も少ないが，t検定

によると有意の差とはいえない。

（検査揚面）

M
SD

新入所児

十〇．20

3．10

対照児

十〇．96

2．96

第11表

t需1レ2412　　　0．30＞P＞0．20

M
SD

7．80

1．77

8，05

1，72

t＝1．4148　0．20＞P＞0．10

　H　検査場面（検査態度）

　検査時の行動（1）～U2について，それぞれ3段階評価を

する。その結果は，第10表に示すものである。新入所児

と対照児とのちがいは，「よく考えて答える」「緊張し

ないj　r自信のある態度」である。対照児の方が，緊張

せず，よく考えて答えている。自信のある態度は逆に新

第10表

観察　項　目
醤杢齋

A

対照児N＝100

B C
¢2

（1）手を洗う
45 40 15 52 40 8

（2）食べ方 29 51 20 42 43 15

（3）便所の使い方
34 63 3 41 57 2

④着脱衣
62 20 18 78 14 8

※

⑤衣類の整理
40 34 26 67 27 6

※※

⑥持物の整理
48 39 13 51 40 9

※※

〔71後片づけ 22 60 18 26 56 18

（8）あいさつ
42 47 11 51 47 2

※

⑨順番をまつ
23 65 12 28 58 14

㈹手伝い
25 67
8』36

60 4
※※

鋤集合のとき
38 43 19 52 38 10

働列をつくる時
14 79 7 29 60 11

㈹伝言・約束
24 55 21 32 58 10

鋤遊具の使い方
27 65 8 26 69 5

検査一 度
秘欝　繧器
　　　　　　　　　　¢2
A　B　C　A　B　C

（1）ひとりで入室
96 3 1 96 4　’0

（2）すぐ答える 77 2工 2 76 2工 3
（3）よく考えて答える 5 81 14 16 81 3※※
㈲表現力 6 75 19 8 77 15

ノ

⑤はっきり需える
13 52 35 19 52 29

（6）わからないといえ　る 8 45 47 工1 31 58

（7｝言請明瞭 6．58
36 8 59 33

⑧おちついてい る． 8 駁 38 14
　

34

（9懊味をもってする
15 79 6 22 74 4

㈹緊張しない
21 43 36 34 34 32

※

UD自信のある態度
49 44 7 3 88 9

※※

姻動作が早い
16 81 11 82 7

A＝よくできる　B＝ふつう　C＝できない

第12衷

A＝よくできる　B＝ふつう　C＝できない

槻察項　目
暫蠕劉潤器・

A　B ・1算
甜2

1 1

（1）動作や行動 15 69 16 16 62 22

（2凋囲への関心
22 66 12 22 73 5

（3）姿勢・外見 35 49 16 35 54 11

㈱リズムあそぴ
12 68 20 25 65 10

※※

⑤話し方
38 47 15 50 41 9

㈲聞き方
26 58 16 35 54 11

〔71皆の前で話す
31
．30 36 47 29 24 ※

⑧情緒安定
10 73 17 12 74 14

⑨築団への参加

グループあそび

37

2
37

2
26

6
41

7
53

7
6
※※
1※※

一314一
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牛島他＝保育効果に関する研究

　《質問紙結果》

1　保育所で子どもたちがどの程度のことができている

かを（1）～αのについて，保育者が三段階評価をした結果騨

第11表である。よくできるA評価を得たものをみると・

①～αののいずれも新入所児は劣っている。r貌脱衣」

「あいさつ」は危険率5％以下芝 「衣類の整理』「持物

の整理」　「手伝い』は危険率1％以下で差が明らかであ

るといえる。

H　保育所でみられる子どもの行動や態度，性格を保育

者に評価してもらう。その結果は・第12表に示したもの

である。ここでみると，　「リズムあそび』　「皆の前で詣

すこと」「集団への参加」「グループあそび」に，明ら

かな差がみられ，保育所経験児の保育効果がうかがわれ

る。

第13表

新入所児 対照児
N＝100 N＝100

観　察　項　目 A B C A B C

衣類1上濟（1）汚れ方
31 65 4 34 62 4

（2）手入れ
19 80 1 15 84 1

2下着（1）汚れ
26 70 4 17 81 2

（2）手入れ
21 76 3 14 83 3

3靴下
32 64 4 25 72 3

4靴
11 88 1 8 92 0

肌の濡潔　1　顔
17 73 10 17 79 4

2　頭髪
18 79 3 12 88 0

3　爪
13 83 4 8 90 2

4　皮膚
16 79 5 15 84 1

の管理の3点から調査した。まず，こずかいをどりぐら

い与えているかをみると，第14表に示されるように新入

所児と対照児のあいだに大きなちがいがみられる。1年

以上保育所生活をしている子が，「こづかい㊧与えてい

ない」54％に対して新しく入所した子は33％である。金

額でみても新入所児は毎日もらう額が多く，3～4歳児

で工日60円以上つかう子が6人おり，対照児では60円以

上の子はいない。づぎにこづかいを何に使うかをみる

と，買いぐいが多く，3～4歳児で30％前後のものが興

い喰いをしていることになる。新入所の子がとくに多

いo

　　　　（こづかいの使い途）

新入所児 ’対照児 躍2

買い喰い

もちや

　』事

の他

35

03

27

1
2

※※

　母親が子どものこづかいの使い途を知っているかどう

』かを調べると，半数以上はよく知っていると答え，ほと

んどのものが大体知っていると答えている。両群で比較

をしてみたがその差はみられない（第工5表）。

（A＝きれい　B＝ふづう　C＝汚れている）

皿　この項目では，子どもの身辺の清潔さから，親の子

どもへの配慮をみる。保育者に三段階評価をしてもら

い，その結果を集計したものが第13表である。新入所児

も対照児も似た傾向を示しており，が検定で各小項目と

も，’ちがいのない結果がだされた（第13表）。

IV　保育者が母親を通してえた柳報から，子どもの（Dこ

づかい，（2）睡眠，（3）華故について質問紙に記入する。

　（1）こずかいについては，与える金額，使い途，使い途

第艮表　こづかい（額）　　　　　　　　 　（　）％

第15衷（こづかいの使い途を知っている）　　（　）％

新入所児　N＝48 『 対照児　N＝34II

AIB卜clAiBIC
33 15 0 18 15

工

（68．8）（31，2）　〈q）（53，0〉（44・1）（2・9〉・

　　　　　　　の2■3．1工2　　　0．30＞P＞0．20　

（A尋知っている　B＝大体わかる　C＝知らない）

　（2）睡眠時間

　A，子どもの起床時間』就床時問をしらぺた。起床時

問の平均は，新入所児はほぽ 7時30分、対照児をホほば7

時40分になる。就床時間は新入斎児9時30分，対照児 9

第16表　く睡眠時間への配慮） （）％

雛鵜鵬蜘1工隔記入翻

　　　　2826245　1　84新入所児（33．3）（3L　O）（28．6）（5，9）　（1，2） （100．0〉

　　　　41　　　22　　　13　　　　0　　　　　　0　　　　　76
部照児（54．0）（29，0）（17．0）（0）　（0）（100，0）

の昇葺12．202　　　0，02＞P〉0．01

新入所児

A　I　B・

N＝841c
対照児．N＝88

A 1B卜C
　　　工0

11．P3）

　　0

（9）

　　70

83．3）

　　　13

15，5）

　　　1

1，2）

　　78

88』7）

（A＝気をっける

　　　　が＝6．685Pくσ．05・r
B鵠ときどき　C＝鼠を？けていない）

＿315一
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時45分である。 新入所児の方が睡眠をやや多くとってい

るが，起床時間，就床時間ともに差があるとはいえない

検定結果である。

（起床時聞）

新入所児 対照児

MSD
7：55

．75

7：61

．63

t＝0，6795　　0．50＞P＞0．40

（就床時間）

新入所児1，対照兜

MS　D 9：50

．81

9167

．71

　B，睡眠時間に対する配慮＝第16表のように，新入所

児より対照児の方が配慮している結果になっている。し

かし，さきの睡眠時間では新入所児より就床時間はおそ

く，配慮してレ・てもその成果はみられないといえる。

　（3）昨年1年問の子どもの事故をみると，新入所児の方

がやや多いが，推計的にみて差があるとはいえない，ち

がいである。なお，一昨年度の事故も調査したが同じよ

うな結果となっている。しかし，一昨年度は対照児も保

育斯に入所していない子も多く含まれるため，表示する

ことは省略した。

　　　（昨年1年間の事故）

　　　　　　新入所児　対照児
　　　　　　N置100　N＝100

「

交通事副212
その他の轍1613

請1・ 8 5

t＝1．5098　0，20＞P＞0．10 ¢2＝0．324　　　0．70＞P＞0．50

w　考

　（1）家庭で保育に欠けていた子と保育所生活を1年以上

経験している子とを比較したが，知的発達においては，

全般に保育所経験児の方がすぐれていた。また，標準か

らのずれもすべての項目にわたって保育所経験児の方が

少なく，よりまとまった結果をしめしている。各検査に

ついてみると，両群にあまり差がみられなかったものは

構音検査と絵の叙述である。つまり，発音の正しさ，絵

の説明などは｝保育効果がみられない。　「藷彙検査」で

は，語彙を知っていることでは，両群にさして差がない

が・そのことばの使用の面からみると明らかな差がみら

れ保育所児の方がすぐれている。数，色の名，用途定義，

積木を模倣した P円や四角を描く構成的検査では保育効

果が顕著である。

　（2）「ジャンケン」の理解，r皆さん」「集合j　r順番」

の理解巌，はっきりちがいがみられ，保育効果，友だち

あそびの効果があらわれている。「紙切り」は，所要時

間の差はないが上手に切ることには保育効果があらわれ

ていた。　「運動模倣」 は両群にさほどの差がみられず，

全体に保育所経験児の方がやや上廻る成績であったが，

比較的困難な個所で保育経験のある子の優位が明らかで

あった。

（3）子どもの麟をうけ礁度につレ・て，両群を比較検

討してみると，保育所経験のある子どもは，「よく考え

て答え」「緊張している子」が少ない。そして新入所児

察

の方にr自信ある態度」のものが多く，保育経験児は，

「普通の態度」が圧倒的である。これは，昨年度の研究

でも同様の結果をえている。昨年度は，就学前に保育を

うけた子と保育をうけない子の比較であったが，やは

り，保育をうけない群に自信ある態度と自信のない態度

の両端が多く，保育をう・けた群の方がr普通の態度」で，

「よく考えてJ検査に応じていた。これは，検査揚面の

認識，与えられた課題への意識ができてきていることで

あり，保育効果のあらわれといえよう。

　141保育者が受け持ちのひとりひとりの子どもの態度や

行動を評価した結果から，保育所へ入所したばかりの子

と対照児とを比較してみる。保育効果の明らかであった

ものは♪洋服の脱ぎ着，持物の整理，あいさつや皆の前

で謡すこと，集団参加と保育所での手伝い，リズムあそ

び，グループあそびであった。身なりの清潔などは両群

に差がみられない。保育者が母親に聞いて記入する項目

では，毎日のこづかいに差が大きく，こづかいを与えて

いるものは，新入所児67％，対照児4696である。与えて

いる額も対照児は1日10～20円が多いが新入所児は1日

60円以上のものが数名いる。就寝，起床時問は両群に差

がないが，母が子どもの睡眠時問を配慮しているのは対

照群であ窮保育所の指導がうかがえる。就寝時間は，

3～4歳児にしては両群とも遅く9時30分前後が平均に

なっている。事故はわずかだが新入所児に多かった。

5

一316一



牛島他＝保育効果に関する研究

　以上が本研究の結果の概略であるが，保育に欠ける子

と保育所で1年以上保育をうけている子とでは，能力や

行動・日常生活にちがいがみられ，保育所の保育効果は

著しいものと評価された。5，6歳の年長児を対象とす

れば，さらに顕著な差が現われるものと推定でき る。し

かし，東京都の現状では保育所における年畏児の移動は

ほとんど無く，新しく入済する年齢は3歳児がもっとも

多く，4歳児がそれに次いでいる。したが6ズ本調査で

は3～4歳児を対象とせざるをえなかった。われわれの

対象とした新入所児は，福祉事務所に申込み保育所入所

を待機してい塵ものである。しかし1入所時点で保育所

入所資格を整えたものが含まれるめではないかという危

倶があった。もしそうであれば，その子は入所前まで家

庭で十分保育をうけていたことになり，1保育に欠ける子

と保育所保育をうけた子との厳密な比較にはならない。

ヒれに関しては，調査結果にみるように，新入斯児のお

やつの与え方や就寝時問などの家庭生活から，新入所児

が入所前まで保育に欠ける状態であったということがで

きる。就寝時間は保育所に長くいる子も新入所児も平均

夜9時半であり1．3酌4歳児が寝る時間にしてはあまり

に遅い。実態を改めて検討するため，2～3の保育所の、

園長に問いあわせた。その結果， 11～2部屋のせまい居

住環境のものが多いので他の家族たちの就寝時間に左右

』されること，母親が勤あから帰って夕食の支度をして夕

食，入浴させうので普通の家庭児より床につく時間は1

～2時間おそくなるという報告をえたム保育所では昼寝

時問を十分とっているが，保育所に入所できない子たち’

は昼寝や休息の時間をとらないのではないだろうか。こ

のような一日一日の生活のちがいは・ここで直接検査や

調査の結果にあらわされた能力や行動のちがい以上に幼

児期の心身の成長に大きな影饗を与えている’ことと思

う。

質　問紙．

子ども氏名

体重

保育所　．1記入者（保母）

㎏　　栄養状態

㎝

男・女

身長・

調査月同　　　年　　　月

生年月日　　　年　　　月

年齢　　　歳　　　月

不所月日　　年　　　月

日・

同

・日，．

1

（1）

（2）

（3）

（の

（51

これは保育所の中で，この子どもが，現在どの程度のこと歩できるかを調容るものです。：

次の各項目につヤ・て・ 該当するところに○印をつけて下さい。はっきり分ら塗い項目につシ）ては・・実際によ

く見て確めてから記入して下さい。

食事め前や，手が汚れたとき，手を洗うこと

工　いわれなくても，すすんで手を洗う

2　時々あらう，時々忘れる

3　いわれないと洗わない「

食事のたべ方

1’～おちついて，こぽさないで食べる

2　ふつう

3　おちつかず，よくこぼす

排泄，便所の使い方

1　清潔に始末し，立しく使用する

2　ふつう

3　清潔に始末できず，正しく使用できない

着衣，脱衣

1　ひどりできちんと・脱ぎ着ができる

2　時間がかかる，きちんとできない

3　手伝ってもらわないとできない

衣類の整理

1　自分の衣類をきちんとたため，きまった場所に

（6）

〔71

⑧

　おく

2　ふつう

3　いわないと衣類の整理をしない　．

　持物の整理

工　自分の持物や道具は，いつもきまづた場所にお

　く

2　ふっう（ときに忘れる程度）

3　レ、われ，なレ、と，　もとをこもどさなレ、。無頓着であ

　る

　遊んだ後片づけ

1　 いわれなくても，”いづも片づける1

2　いわれれば片づける

3　いわれないと片づけようとしない

・あいさづ（おはよ う1さよなら，など）、L

1　いわれなくても自分からはっぎりいう．

2　いわれればいえる

3・いわれ七もだ哀っている』（非常に小さい声でい

　う）

一317一
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191　順番に何力》をするとぎ

　1　進んで順番を守る

　2　ふつう

　3　順番を無視して勝手な行動をする

㈹　…翔云い（給食，伝言，整頓などのとき）

　1ずすんで手伝う

　2　ときにすすんで判云う

　3　何度もいわれないと羽云わない

qn集合の合図めとき

　1　すぐに理解して，よく注意する

　2　気がむかないとすぐに行動しない

　3　合図に対して無頓藩，無関心

H

（1）

（2）

（3）

　1　立ったり，歩いたり，坐ったりのとき姿勢がき

　　ちんとしている

　2　時によって，あるいは坐ってるときだけなどに

　　くずれる

3　身体をグニャグニャさせている，ドタ足やすり

　足で歩く，姿勢がわるい

㈲　リズムあそび

　1　上手にできる

　2　ふつう

　3　ぎこちない・スキップができない・やらない

（51誰し方

　1　はっきり話せる

　2　ふつう

　3　聞きとりにくい，幼児音がひどい，ことばが出

　　ないで手が出てしまう

u鋤

幡

qの

1
2
3

1
2
3

1
2
3
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列をつくって歩くとき

　列を乱さず規律をよく守る

　ふつう

　他の人の迷惑になることをし，集団活動を乱す

先生の伝言，注意，約束など

　一度でよくのみこめる

　ときにのみこめないときがある

　何度もくりかえさないとよくのみこめない

遊びのときの道具

　遊ぴ道具を誰にでもかしてやる

　気がむカ』ないときに｝まカΣさない

　遊び道具を自分で持ったまま手放さない

　次の項目は，保育所の中でみられる子どもの能力や性格についての調査です。日頃の行動を観察してO印を

つけて下さい。

　動作や行動　　　　　　　　　　　　　　　　　　161聞き方
1 キビキビしている　　　　　　　　　　　　　　1　人の話を注意してきける
2　ふつう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　ふつう

3　のんぴり，無気力である　　　　　　　　　　　　　3　じっときいていられない，理解できない

　周囲に対する関心　　 　　　　　　　　　　　17｝智の前で話すごと

1　何にでも意欲的である　　　　　　　　　　　　1　集団の中で自分ゐ意見をいえる

2　ふつう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　さわがしくて皆に聞こえなくても平気，先生に

3　やる気がない，無関心である　　　　　　　　　　　　　だけいう

　姿勢，外見　　　　　　・　　　　　　　　　　　3　だまってしまう・ひどく小さな声でいう
181

（9）

q①

1
2
3

1
2
3

1
2
3

情緒

　気分にムラがなく安定している

　ふつう

　気分がかわりやすい，すぐ怒ったり，泣いたり

する，理由なくメソメソする

集団への参加

　積極的，たのしんで活発に行動する

　ふつう

　引込思案でなかなか入れない，傍観しているだ

け

グループあそび

　グループに協力してあそぶ

　まねして平行あそびをする

　ひとりであそぶ，他を妨害する

皿　次の寮項は子どもの衣類や肌の清潔さに関する調査です・よく実際をみて該当するところにO印をつけて下

　さい。

（1）衣類の消潔度　　　　　1　－

　A　上衣について（洋服，一番上に着ているシャツ）　

　　a　汚れ方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一318一

1　垢で非常に汚れている

2　ふつう

3　清潔である
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　b　手入れ

　　1　ひどくやぶれている，ボタンがとれている　　（2）

　　2　ふつう

　　3　とくに手入れが行きとどいている

B　下着について（一番下に藩ている即普）

　a　汚れ方

一　1　垢で非常に汚れている

　　2　ふつう
　　3　とぐに清潔で一ある

　b　手入れ

　　1　破れている，ボタンがとれている

　　2　ふつう

　　3　とくに手入れがしてある
C 靴下．．
　1　ひどく汚れたり，破けている

　2、ふつう

　3　満潔にしてある

D　靴
　1　ひどく破損している　　’

　2　ふつう

必要な項目には記入して下さい。

（1）　おこづかレ、

　A　子どもは1日にお金をいくらもらいますか

　B　それを何に使いますか

　　　　1　詳しく知っている　’　2　大体知っている

（2）睡眠時間

　A　子どもは何時にねて・何時に起きますか

　　　　就床時問　　　　時　　　分ごろ

　　　　起床時問　　　　時　　　分ごろ

　　1　夜おそくならないように気をつけている

　　2時壱こ気をっをナる

　　3全く考えていない，気をつけていない

（3）事故

　　　　　　　　ある　　　　　　　　　なし

　　1　交通事故

　　　a　　　　月頃

　　　　　　　　　　　（

　　　b　　　　月．頃

　　　　　　　　　　　　（

　　　c　　　　月頃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一319一

　3　とくに気をつけて手入れしてある

肌の清潔度

A　顔
　1　朝，顔を洗ったり，歯みがきをせず汚れてい

　　る

　
2 ふつう
　3　とくに気を1っけ下沸潔にしている

B　頭髪

1非常に泓てセ・を

　2　ふつう

　3　とくに気をっけて手入れがしてある

C爪
　1　爪がのびていて黒い

　2 ふつう

　3　とくに手入れがとどレ、ている

D　皮膚（手・足など）

　1　かなり汚れていて久しく入浴した様子がみら

　　れない

　2　ふつう

　3　とくに気をつけて漕潔にしている

W　次の項目について，母親によくたずね，また母親との謡の中から判断して，該当するところに○印をつけ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円ぐらい

　　　　　　　　　　　　　　　買食・おもちゃ・食毒・その他（　　　　）

　　C　子どもの使うお金の使い途を母親は知っているでしょうか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3全く知らない

B　母親は子どもの睡眠時問についてよく気をっけていますか

A　昨年度（昨年4月～今年3角）中に大きな怪我をしたことがありますか

　　　　　　　　　　怪我をした状況（原因・場所など）　　　　　怪我の程度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）（

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．）（
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　　　　　　　　　　（．

　2　その他の聖故　　　　　　怪我をした状況

　　a　　　　月頃　　（

　　b　　　　月蟹　　（

B　工昨年までに大きな怪我をしたことがありますか

1　交通事故

　a　　　　歳
　b　＿＿＿＿歳

　c　　　　歳
2　その他の婁故

　a　　　　歳　　　月

　b　　　　歳一
　c　　　　歳　』　月

月頃（

月頃（

月贋（

怪我をした状況

）

）

）

）（

）

）

第10集

怪我の程度

怪我の程度

．）

）

）

1

◎

一320一


